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１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成２１年度２３号納所跨道橋鋼上部

工事
�２ 発 注 者：国土交通省中部地方整備局
�３ 工事場所：三重県津市納所町
�４ 工 期：平成２１年９月１１日～

平成２３年２月２８日
本工事は、国道２３号（中勢バイパス）と津芸濃
大山田線（県道４２号）の交差部分における中勢バ
イパスの立体化工事で、鋼３径間連続非合成箱桁
橋の上部工架設工事である（図―１）。
中央径間部は、県道４２号を夜間通行止め及び国

道２３号の交通規制を実施した架設及び足場組立作
業である。
本報告では、主要幹線道路の交通規制を伴う上
部工架設工事における問題点とその解決方法につ
いて記述する。

２．交通規制及び架設作業の問題点

１）交通規制について
国道２３号と伊勢自動車道津 ICにアクセスする
県道４２号線は、昼夜を問わず非常に交通量が多い
道路である。また作業工程上、更に交通量の増加
が見込まれる、１２月中旬に規制を伴う架設作業を
実施することになった。
それにより、交通規制時間（夜間作業時間）、
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図―１ 上部工一般図
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及び交通規制の方法（規制方法、迂回路の設定や
案内方法、広報等）についてきめ細かく計画して
いく必要があった。
２）架設作業について
中央径間部については、箱桁を３ブロックにて
地組したものを架設する。
地組部材重量は約７０ｔ、地組部材長さは２８．６ｍ
と大きなものである。
使用重機は、５００t 吊り油圧式トラッククレー
ンの大型重機である。
架設作業にあたり、クレーン設置箇所の確認を
したところ、２つの問題点が浮かび上がった。
①計画段階のクレーン設置付近に、地下埋設物（水
道管など）がある。
②架設前の試験吊りや能力確認出来る条件が無く、
事前に直接的な確認ができない状態で、当日の
夜間架設作業になる。

３．問題点の解決方法

１）交通規制について
交通規制作業においては、所轄警察署や三重県
及び国土交通省の各所からのご指導を仰ぎ、交通
量や地域性を考慮した綿密な調整を実施し、交通
規制計画及び迂回路の設定を取り決めた（図―２）。
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図―２ 交通規制概要図

また、交通規制計画の段階から規制作業を実施
する警備保安会社と共に、規制帯位置や規制看板
図案作成、規制方法の計画を進めて行き、規制作
業本番でも円滑にかつ安全に作業を進めることが
出来た。
さらに、交通規制を行う道路が主要幹線道路に
なるため、三重県以外の県外にも広く広報する必
要があった。それについては、交通規制を知らせ
るリーフレットの内容や広報の手段について、発
注者でもある国土交通省のご指導やご協力により、
広域に（中部地区道路情報提供システム等の活
用）広報することができた。
結果として規制作業が順調に進み、第三者災害
や苦情等も無く、無事故で規制作業を遂行するこ
とが出来た。
２）架設作業について
先述した２つの問題に関して計画段階や現場に
て以下の対策を実施した。
①地下埋設物に関して、事前に各所へ（津市や
NTT、電力会社など）情報収集を実施し、位置
や埋設深さを確認した。それを踏まえた、架設重
機の設置箇所について現場にて計画を進めた。
細かい検証を行った結果、重機のアウトリガー
が直接埋設管の上にならない位置にクレーンを設
置することが出来た。
②直接的な確認ができないため、計画段階にて
様々な検証を行った。
・部材重量の確認：製作段階での部材重量の精査
と、それに伴う地組重量の詳細な確認。
・架設時のクレーン位置：現場施工条件（先述の
埋設管等）を確認し、クレーン設置が可能で、
更に架設重量を考慮して、より余裕のある作業
半径位置に設置出来ないかを検証し、設置位置
を決定した。
上記２点についての検証に基づきクレーンを設
置した結果、架設作業当日はクレーン能力も問題
なく、安全に架設することが出来た。
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図―３ 架設要領図

４．おわりに

今回の交通規制を伴う架設作業は、発注者なら
びに関係各所様のご協力やご指導及び各協力会社
との作業連携が円滑に進み、無事故で完了するこ
とが出来た。
制約の多い作業には、些細な事でも事前確認を
実施し、綿密な作業手順や計画を実施することの
重要性を再認識した工事であった。
最後に、発注者様ならびに関係各所様、協力会
社の皆様に感謝申し上げる。

図―４ 架設完了全景写真図
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